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PT調査におけるオンライン調査の状況

資料：東京都市圏交通計画協議会第10回技術検討会資料をもとに作成

■スマホとPCの調査画面

スマホ PC
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資料：東京都市圏交通計画協議会第10回技術検討会資料をもとに作成

■年齢階層別のオンライン回答比率（H30東京PT調査）

■オンライン回答比率（H30東京PT調査）
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※単身世帯のみ

• H30東京都市圏PT調査では、スマートフォンやタブレットに標準対応したオンライン調査システムが構築されたことも
あり、特に若年層、中年層を中心にオンラインの回答割合が高かった。

• 高齢者の多くは紙による回答であり、高齢者のスマートフォンの普及率は今後高まることが想定されるものの、今後も
一定程度は紙での回答ニーズがある可能性がある。



PT調査におけるアプリの活用例
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スマホアプリでの回答フロー

スマホアプリでの回答画面

世帯票情報を
回答

単身世帯：アプリで回答
その他：WEBで回答

アプリを起動

位置情報は
「常に許可」

バックグラウンド
で動作

移動記録を
編集

調査日前日まで 調査日当日 調査日当日以降

資料：「PTアプリ on the App Store」をもとに作成（最終閲覧：2022/2/14）

移動目的、交通手段等の
自動取得できない情報は追加入力

アプリを
インストール

確
定

• 近畿圏PT調査においては、被験者による回答負担を軽減する観点から、スマートフォン用のアプリが回答手段として採
用され、GPS機能の活用により滞在場所や時間等の入力が自動化が図られた。

• 結果としてアプリによる回収比率は低かったが（アプリ回収比率0.2%）、前日までにアプリを起動させておく必要が
あることや、回答の際にPCとアプリと行き来が生じることなどの影響が想定される。



アプリ活用上の課題を踏まえた開発方針
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• これまでのアプリを活用した調査では、 Webとアプリの両方を活用する必要があること、回答する個人の順番に制約
があること、電池消耗や通信料に対する懸念があることなどの問題点があったものと想定される。

• それら問題点を解消するために、アプリの位置づけの明確化すること、被験者回答フローの見直すこと、スムーズ
なアプリ調査を実現する機能を導入することを、アプリの開発方針とする。

調査依頼の到着

1) 世帯情報を世帯の代表者
がWebで入力

4) トリップ情報の自動記録

5) 各回答者がアプリもしくは
Webにてトリップ記録を確
認し、必要に応じて編集

被験者の回答フロー
（アプリ活用時）

方針２
被験者回答フローの見直し
回答者の順序の手間などが少な
く済むように、調査の流れを検討
する

アプリを活用した調査の問題点 開発方針

完了

②回答する個人の順番に制約
➢ 世帯の代表者による世帯情報の入力が終わら

ないと、各回答者がアプリを取得できず不便

①Webとアプリの両方を活用する必要
➢ 世帯情報はWebで回答し、トリップ情報はアプリ

で回答することになるため、手間が煩雑になる

③アプリを調査前夜から起動させる手間
➢ PT調査は調査当日のAM3時以降の移動を把

握することとしており、前夜からアプリを起動さ
せることを忘れてしまう場合がある

④電池消耗やデータ量に対する懸念
➢ 終日、アプリを起動することで、電池の消耗や

データ量及び費用など、回答者がアプリ回答を
メリットに感じられていない可能性がある※単身世帯以外の場合

2) 各回答者がアプリをインス
トール

3) 各回答者は調査日前日
夜にアプリを起動

方針１
アプリの位置づけの明確化
PT調査の中で、アプリに期待す
る役割を明確にし、その役割のた
めにアプリが使われるための位
置づけを明確化する

方針３
スムーズなアプリ調査を実現
する機能の導入
各個人がアプリを使うことへの
ハードルが下がるような機能の
導入を検討し、開発したアプリを
用いて試行調査を実施する



方針１ アプリの位置づけの明確化
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位置情報取得
アプリ

調査回答
Webページ

調査回答
サーバー

位置情報
データ

GPSデータ蓄積

GPSデータ
取得

GPSデータをもとに
滞在場所等を補間

回答補助機能
としてアプリ案内

■アプリ調査の構成イメージ ■アプリで自動入力される箇所

開
発
の
対
象

• PT調査は統計調査として属性に偏りなく回答を収集することが前提で、アプリを利用できない人がいる限りは調査す
べてをアプリ調査とすることは適切でなく、多様な回答手段の一つとしてアプリを用意することを基本とする。

• アプリに期待するのは位置情報の自動取得であることから、Web回答の際の補助的な役割として位置づけて、調査
日当日のトリップを記録するメモの代わりに活用できるものとして開発する。

• なお、アプリによる位置情報の自動取得により、個人が回答するトリップ情報の約８割が自動入力され、回答者の回
答負担が軽減される。

➢ 調査票のうち、アプリで取得したデータを用いて、8
割が自動記入することが可能

➢ 手動で入力が必要な項目（上記赤枠以外箇
所）としては、移動の目的、駐車場所・駐輪場所、
同行人数



方針１ アプリの位置づけの明確化 ー参考：米国の事例ー
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• 米国では、同様の調査を行う際に、調査日当日の移動の履歴を忘れないようにするため、調査日当日に、被験自身
がメモを持ち歩いて、移動状況（場所、時間、移動手段、目的など）を紙に記載する仕組み（トラベルログ）を導
入している事例がある。

• なお、今回開発するアプリは、米国のアプリの考え方を参考に、自分でメモするのではなく、アプリを用い自動で自分
の移動を記録するような、高度な仕組みとして開発する

場所 移動目的時間・手段・移動人数トラベルログ

資料：Federal Highway Administration「National Household Travel Survey」（2015年）をもとに作成



方針２ 被験者回答フローの見直し ーこれまでの回答フローー
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アプリ

WEB
回答ページ

調査依頼
はがき到着

調査日前 調査日 調査日以降

アプリ
インストール

アプリ起動
(手動)

位置情報
を取得・送信

個人票
回答アプリ使用

個人票
回答

回
答
終
了

アプリ使用無

世帯主のみ

• PT調査にアプリを導入した事例では、アプリの導入によりGPS機能の活用し滞在場所や時間等の入力が自動化が
図られたものの、結果としてアプリによる回収比率は低かった。

• 回答する個人の順番に制約があること、調査日前日に手動でアプリを立ち上げる必要であること、回答者は何度かアプ
リとWEB回答ページの行き来が生じる可能性があることなど、被験者が回答フローの一部で、負担に感じていた事象
があった可能性がある。

世帯票
回答

世帯票を必ず先に回答する必要があった

調査日前日に手動でアプリを立ち
あげる必要があった

アプリ
使用

アプリ使用無

何度かアプリとWEB回答ページを
行き来が生じることがあった

何度かアプリとWEB回答ページを
行き来が生じることがあった



方針２ 被験者回答フローの見直し ー今後の回答フローー
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アプリ
【位置づけ】
→記録メモの代替

WEB
回答ページ

調査依頼
はがき到着

世帯
情報
回答

調査日前 調査日 調査日以降

・世帯ID
・アプリダウンロード用QRコード

アプリ
インストール

アプリ
起動
(自動)

バック
グラウンド
で位置情報
を取得・送信

アプリで
移動履歴ID
を表示

アプリ使用

アプリ使用無

個人票
回答

世帯IDでログイン

アプリ利用者は移動履歴IDを入力
（位置情報が自動入力）

回
答
終
了

世帯主以外

世帯主のみ

※個人情報の視点で留意しながら、LINEを使って世帯IDを
送信、はがき到着時に一度ログインしてもらえれば次回か
らはログインは不要にする等、世帯IDが不明な場合で
あってもログインできる仕組みを検討

• 開発するアプリの位置づけを踏まえれば、調査の枠組みとしては、現状の調査形式（世帯票・個人票）を基本とする
が、個人で回答できるものは個人票に移行し、順番関係なく回答できる仕組みとする。

• アプリを使った場合には、調査終了後に移動履歴IDを付与し、Web回答ページで移動履歴IDを入力すれば、個人
票に移動データが入力された状態から回答を開始できることになる。



方針３ スムーズなアプリ調査を実現する機能の導入 ー導入機能ー
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機能 機能の詳細

自動立ち上げ機能 • タイマー機能を実装し、調査日の3時に位置情報取得をスタート、翌日3時に位
置情報取得をストップさせる

省電力機能 • 電池の消耗は、アプリ開発時においてバッテリー負荷軽減策を講じて対応

機能 機能の詳細

場所判別機能 • 取得データを使い、滞在している場所を判定（例として20分間、30m範囲の中
の位置情報であれば滞在と判定）

交通手段推定 • 取得データ間の距離、時間の情報を使い、移動時の移動速度を算出し、移動時
の交通手段を推定

個人票自動記入機能 • 移動履歴IDを活用して、調査日の移動状況を、Web版の個人票に入れ込む

■開発アプリに持たせる機能

■個人票記入に関する機能

• これまでのアプリを使ったPT調査の課題を踏まえ、今回開発するアプリは、ユーザー目線に立ち、使いやすいアプリとな
るように考慮し、アプリに持たせる機能の検討を行う。

• また、アプリにより取得したデータを、Web回答ページの個人票に自動で記入する機能も合わせて開発する。
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端末にインストール

アプリトップページ
（画面は開発中のものです）

位置情報の取得設定の変更
（許可しない→許可する）

アプリ 調査日当日

調査日の調査対象時間に、
移動履歴を自動で取得開始

方針３ スムーズなアプリ調査を実現する機能の導入 ー調査の流れー

• アプリは、android版であればGoogle Play、ios版であれば、App Storeにより配布する。（今年度は、開発中であ
ることからGoogle Play を介さず、特設サイトを介してインストール）

• アプリインストール後は、被験者側の操作を極力減らす工夫をするとともに、位置情報を取得されることに抵抗がある
ユーザーに対してのフォローも行いながら、調査を行う。

位置情報の取得は、調査日のみ
であることを、常時表示させて
おくことで、アプリにより位置
情報を取得されることを嫌がる
回答者の、調査参加のハードル
を下げる工夫を行う

下図：google map
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方針３ スムーズなアプリ調査を実現する機能の導入 ー試行調査ー

• 開発したアプリを用いて、バッテリー消費の検証（試行調査①）、アプリにより取得したデータのデータ取得の適正
頻度の検証（試行調査②）を目的として、試行調査を実施する。

• 試行調査①では、複数のスマートフォンを用いて、バッテリーの消費状況を確認したが、位置情報を高頻度で取得した
場合であっても、バッテリーの減りが極端に早い事象は見られなかった。

調査目的 • 複数のスマートフォン対象として、バッテリーの消費量がどの程度かを検証

調査概要 • 調査日を3日間（2022年12月下旬）設定し、1日の移動の位置情報を取得する
• データの取得間隔は1分間隔とする

調査規模 • 開発企業内の延べ8名、スマートフォン10台を活用

調査結果 • 電話・インターネットを一定程度使っている状態で、バックグラウンドでアプリを起動、位置情報を取得し
ていたとしても、「日常のバッテリーの消費と同程度と感じた」、という回答が多かった

• アプリ調査で消費するデータ量は、ダウンロードで20MB、24時間の位置情報をサーバに転送する際に
最大15MBを消費、トータルで35MB程度で、これは動画（HD画質、720p）2分程度に相当

• なお、スマートフォン側の省エネ設定モードにより、移動していない時間帯は、位置情報の取得を自動
的にストップする場合も見受けられた

■試行調査①：実施済み

調査目的 • データの取得の適正頻度の検証

調査概要 • 試行調査②で取得した位置情報データを用い、1分毎、5分毎、10分毎の位置情報データを準備し
、トリップ分解を試みる

• どの程度の取得間隔が適切なのか、どこからが滞在判定がうまくいかないのかを確認

■試行調査②：今後実施



今後の検討の進め方
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B.効率的で多様な
都市交通調査
手法の構築

R6 R7R5R4 R8～

調査アプリの開発 調査アプリ改良

運用
メンテナンス
継続

• 位置情報取得アプリの開発
（android版のみ）

• 調査アプリの機能拡張
• iOS版のアプリの作成
• 世帯票・個人票入力機能
• 位置情報取得の高度化
• 来年度実施する都市圏PTで、開発したアプリ
を活用しての試行調査を実施（予定） 等

• R4では、開発するアプリの位置づけ、アプリを使う場合の回答フローを整理し、アプリ開発を行っている。

• R5には、開発アプリの機能拡張として、iOS版のアプリの作成、その他付帯機能の実装、可能であれば都市圏PTで機
能を限定したアプリ活用等を実施し、R6の運用開始（ソースコードの配布等）を目指す。
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検討事項

今後の検討事項
○アプリで取得したデータの加工方法の検討（試行調査②に該当）
・取得した位置情報から、個人票に落とし込む（トリップの分解）ためのロ
ジック等の整理し、Web回答システムへの実装を検討

本日
○これまでのアプリ調査の課題を踏まえ、開発するアプリの位置づけ、アプリ
を使う場合の回答フローを整理し、アプリ開発の進捗を報告
→アプリの位置づけ、アプリを使う場合の被験者回答フロー、スムーズなアプリ
調査を実現する機能などについてご意見を頂きたい


